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穂積文雄教授略歴

明治35年(1902)9月2日 愛媛県に生れる

大1E9年(1920)3月 愛媛県立宇和島中学校卒業

大正12年(1923)3月 長崎高等商業学校宇業

大正12年(1923)4月 京都帝国大学経済学部入学

大正15年(1926)3月 京都帝国大学経済学部卒業

大正15年(1926)4月 京都帝国大学大学院入学，専攻経済学史研究

昭和2年(1927)3月 東亜同文書院教援

昭和7年(1932)4月 経済学研空のためドイツに留学(昭和9年4月まで〉

昭和12年(1937)5月 東亜同文書院附属図書館主任

昭和14年(1939)3月 京都帝国大学経済学部講師

昭和14年(1939)6月 京亜同文書腕辞任

昭和14年(1939)6月 京都帝国大学経済学部助教援

昭和14年(1939)10月 人文科学研究所員兼務〈昭和21年10月まで)

昭和16年(1941)2月 中華民国へ出張(昭和16年3月まで)

昭和19年(1944)2月 学術研究会議第603研究班員

昭和20年(1945)3月 京都帝国大学経済学部教授(経済学第4講座担任〉

昭和21年(1946)6月 京都帝国大学評議員(昭和23年 6月まで)

昭和23年(1948)5月 図書館商議会委員(昭和27年 1月まで)

昭和24年(1949)2月 経済学第4講座担任を免ぜられ，日本経済思想史講座担任

となる

昭和27年(1952)1月 京都大学経済学部長(昭和29年1月まで)

昭和27年(1952)1月 分校審議員(昭和2~年 1 月まで)

昭和28年(1953)4月 京都大学評議員(昭和29年1月まで)

昭和29年(1954)3月 学術奨励審議会(学術用語分科審議会〕専門委員(昭和白

年6月まで〕

昭和29年(1954)5月 大学院審議会審議員(昭和31年 5月まで)

昭和29年(1954)12月 教科用図書検定調査審議会調査員

昭和31年(1956)7月 愛媛大学文理学部講師併任

脳和32竿(1957)3月 R都大学教授(分校〉併任(昭和33年2月まで)

昭和32年(1957)11月 経済学博士(経第45号)
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昭和33年(1958)4月

昭和33年(1958)8月

昭和34年(1959)12月

昭和35年(1960)4月

昭和38年(1963)4月

昭和39年(1964)4月

昭和39年(1964)6月

昭和39年(1964)7月

ι 

第 97巻第1号

教養部非常勤講師併任

アメリカ合衆国へ出張(昭和34年 7月まで)

零媛大学文理学部講師併任

法学部非常勤講師併任

法学部非常勤講師併任

教養部非常勤講師併任

学術奨励審議会専門委員

愛媛大学文理学部講師併任
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穂積文雄教授著作目録

著書

経済学原論 上海・東亜同文書院昭和9年(1934)

現代支那経済序説(現代支那講座第 上海・東亜同文書院 昭和14年(1939)
4請・産業 (1)所収)

支那経済史後期明代より現代に至る一白揚社
(支那地理歴史大系第8編所収)

先秦経済思想史論

支那貨幣考

小泉八雲の社会思想
英国産業革命史のー断面 ラダイァの
研究

有斐閣

京都印書館

有斐閣

有斐閣

近代社会思想史 ミ不ノレグァ書房

論 文

新支部政治聖典(翻訳) 支那研究第 17 

上海における取引所 支那研究第 18 

上海における金庫業 支那研究第 19 

支那現代解剖論(翻訳) 支那研究第 21 

昭和17年(1942)

昭和17牛(1942)

昭和19年(1944)

昭和24年11949~

昭和31年(1956)

昭和40年(1965)

号昭和3年(1928)7月

号昭和3年(1928)12月

号昭和4年(1929)5月

号昭和5年(1930)1月

史記貨殖列伝論稿 支 東那亜研同文究書院第創 22 周号号年記昭昭念和和論55文年年集((11) 930) ( 立三十

前漢書食貨志論稿 支那研究第 24 ~ IIi'lfll5 "l'(1930) 2月
満洲組に於織ける我官営取引所
の について

支那研究第 27 号昭和6年(1931)四月

菅書食貨志論稿 支那研究第 35 号昭和9年(1934)12月

貌書食貨志論稿 支那研究第 36 号昭和10年(1935)3月

情書食貨志論稿 支那研究第 37 号昭和10年(1935)6月

旧唐書食貨志論稿 (1) 支那研究第 38 号昭和10年(1935)11月

旧唐書食貨志論稿 (2) 支那研究第 39 号昭和11年(1936)1月

旧唐書食貨志論稿 (3) 支那研究第 40 号昭和11年(1936)3月

新唐書食貨志論稿 支那研究第 41 号昭和11年(1936)6月

旧五代史食貨志論稿映 支那研究第 44 号昭和12年(1937)3月
ー経済学徒の眼に 巳たる

の現経伏済支的那考の察姿ー現代支部 支那研究第 46 号昭和13年(1938)3月
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-経事済変学下徒支那の眼の動に映ぎじたる 支那研究第 50 号昭和14年(1939)3月

史記平準書に見はれたる経済思想経済論叢第49巻第3号昭和14年(1939)9月

前漢思書想貨殖伝に見はれたる経済 経済論叢第49巻第4号昭和14年(1939)10月

遼史食民吉に見はれたる経済思想経済論護第49巻第6号昭和14年(1939)12月

食史食貨志に見はれたる貨幣思想経済論叢第50巻第3号昭和15年(1940)3月

東西経済思想の相似性 経済論叢第50巻第4号昭和15年(1940)4月

支那に於ける理想郷思想 経済論叢第50巻第5号昭和15年(1940)5月

元史食貨志に見はれたる貨幣思想経済論叢第51巻第3号昭和15年(1940)9周

支那紙幣起原考 東 E 問題第 18 号昭和15年(1940)9月

儒家の経済思想 経済論叢第51巻第5号昭和15年(1940)11月

道家の経済思想 経済論叢第52巻第1号昭和16年(1941)1月

墨家の経済思想 東亜経済論叢創 干j 号昭和16年(1941)2月

管予の経済思想 経済論叢第52巻第4号昭和16年(1941)4万

主那軟貨雑考 東亜問題第 26 号昭和16年(1941)4月

法家の経済思想 t 東亜経済論叢第1巻第2号昭和16年(1941)5月

先秦経済思想史序説 経済論叢第53巻第2号昭和16年(1941)8月

朗代貨幣政 東且人文学報第1巻第Z号昭和16年(1941)9月

支那古代経済史概説 東亜経済論業第1巻第3号昭和16年(1941)9月

李慢の平擢法に就いて 経済論叢第53巻第5号昭和16年(1941)11月

来代貨幣考 東亜経済論叢第1巻第4号昭和16年(1941)12月

宋代の農固に就いて 経済論叢第54巻第2号昭和17年(1942)2月

支那物品貨幣小寺 東亜問題第 36 号昭和昨年(1942)3月

漢志にあらわれたる貨幣思想 東亜経済論叢第2巻第2号昭和17年(1942)5月

支那人の貨幣観 東亜問題第 38 号昭和17年(1942)5月

支那通貨調節小考 銀行論叢第38巻第5号昭和17年(1942)5月

葉適の貨幣思想 経済論叢第54巻第6号昭和17年(1942)6月

任溶の貨幣思想 経済史研究第27巻第6号昭和17年(1942)6月

昌祖謙の貨幣思想 経済論叢第55巻第3号昭和17年(1942)9月

清代貨幣考 東亜経済論叢第2巻第3号昭和17年(1942)9月

史記貨幣平思準想書にあらわれたる 経済論叢第55巻第6号昭和17年(1942)12月

支那私鋳考 東亜経済論業第2巻第4号昭和17年(1942)12月

席代の貨幣思想 東亜経済論叢第3巻第1号昭和18年(1943)2月



育ー貌及び情志にあらはれたる
貨幣思想

元代貨幣思想抄

支那私幣考

支那官、幣考補正

支部貨幣小史

支那人に於け Z金属主義思想と
名目主義思想について

兼好の経済思想

南朝初期の貨幣思想
宋・斉における貨幣思想ー

支那偽島守

支那貨幣小史

王濯の紙幣論

主聾の紙幣論承前

世界経済の動きと我国の将来

中国史上におけるインプレー
ショ :/1こ就いて

中国史上におけるデプレー γ
ョンに就いて

ヨータシヤ ・ラツタ。イト iこ
就いて (1) 

ヨ グγヤー・ラツダイトに
就いて (叫
中国貨幣史の特質

流民考

流民続考

ラダイツの蜂起について

ラダイツ批判

ラダイツに関する若干の考察
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東亜人文学報第3巻第1号昭和18年(1日43)3月

経済論叢第56巻第3号昭和18年(1943)3月

経済論叢第56巻第5号昭和18年(1943)5 Jl 

経済論議第57巻第l号昭和18年(1943)7月

東亜経済論叢第3巻第3・4号昭和18年(1943)
9・12月

経済論叢第57巻第5号昭和18年(1943)11月

経済論叢第58巻第1・2号昭和19年(1944)2月
(高田博士還暦記念論文集)

東軍人文学報第4巻第1号昭和19年(1944)3月

東亜学第 9 瞬

東E経済論叢第4巻第1.2号

経済論叢官許3・4号

昭和19年(1944)

昭和19年(1944)
9・12月

昭和19年(1944)10月

経済論叢第61巻第2号昭和22年(1947)8月

「労働文化講座」広島逓信局昭和22年(1947)10月

経済論叢盟主2・3号昭和岬(1例制月

(京都大学経済学部創立三O周年記念号)

経済論叢警i手2・3号昭和5年(195削月
経済論叢第67巻第2・3号昭和26年(1951)3月

経済論叢第67巻第4・5号昭和26年(1951)5月

経済論叢第74巻第4号昭和29年(1954)10月

経済論叢第75巻第1号昭和30年(1955)1月

経済論叢第75巻第6号昭和30年(1955)6月

経済論叢第76巻第6号昭和30年(1955)12月

経済論叢第77巻第1号昭和31年(1956)1月

経済論叢第78巻第6号昭和31年(1956)12月

フランスにおけZ機械打ち壊し 経済論叢第80巻第4号昭和32年(1957)10月
(神戸E雄博士八O才祝賀記念論文集)

排除説と補償説 経済論叢第82巻第2号昭和33年(1958)8月

ユートピアについて 経済論叢第85巻第6号昭和35年(1960)6月

プルゲグ・ファ←ム 経済論叢第86巻第2号昭和35年(1960)8月
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プノレヲク・ファーム

プノレフグ・ファーム

プノレヲグ・プァ ム

プノレ γ ク・ファーム

プノレザク・ファーム

アノレププデルフィヤ・ア，ソ

シ -'/'aン

-;-'"，，-;hーズ

V エーカ-;(

V~- jJ ズ

シェーカーズ

V エーカーヌぐの日常生活

第±主的カザノーヴァ (1) 

第三のカザノーグァ (2) 

第三のカザノーヴァ (3) 

第三のカザノ←ヴァ (4) 

V ェカズの表亡

第97者第1号

経済論叢

経済論叢

経済論叢

経済論議

経済論叢

経済論叢

経済論叢

経済論叢

経済論議

経済論叢

経済論叢

経済論叢

経済論叢

経済論叢

経済論叢

経済論叢

第86巻第4号

第87巻第 l号

第87巻第 6号

第9C港第1号

第9口巻第2号

第四巻第4号

第92巻第2号

第92巻第4号

第93巻第2号

第93巻第6号

弟95巻弟4号

第96巻第 1号

第96巻第2号

第96巻第3号

第96巻第4号

第96巻第 6号

昭和35年(1960)10月

昭和初年(1961)1月

昭和36年(196!)6月

昭和37年(1962)7月

昭和37年(1962)8月

昭和37年(1962)10月

昭和初年(1963)8月

昭和38年(1963)10月

昭和39年(1964)2月

昭和39年(1964)6月

昭和40年(1965)4月

昭和40年(1965)7月

昭和40年(1965)8月

昭和40年(1965)9月

昭和40年(1965)10月

昭和40年(196G)12月

Ssu-ma Chien's Economic Outlook The Kyoto University 

Econo曲目 Review
Vol. 15， No. 1， 
Jan. 1940 

A Study of the Character of Current 

Economy 

On the Monetary Ideas as seen in the 

Records of Economics and Finance 

in the Sun 1主istory

The"' Chinese Ideas of Money 

The Characteristics of the History of 

Chinese Money 

Some Notes on the Luddites 

Paper Currency Theory of Wang Liu 

The Kyoto Uni出向ity
Ecυηυrnic Review 

The Kyoto U削 versity
Econo問 icReview 

The Kyoto Un.iversity 
Econo隅 icRevieω 

The Kyoto U:削叫町ity

Econo刑 icRe包"ω

The Kyoto Unive刊 ity
Econo畑 icRe叫 eω

The Kyoto U¥仰岬町ity
Econo隅 icReもUW

〔作成者

Vol. 15， NO. 3， 
]uly 1940 

VoL 17， No. 3， 
July 1942 

Vol. 18， No. 1， 
]an. 1943 

Vol. 24， No. 2， 
Oct. 1954 

Vol. 26， No. 2， 
Oct. 1956 

Vo1. 34， No. 2， 
Oct. 1964 

平井世塵〉


